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● FPGA/CPLDとPSoCとの違い

内部構成を自由に変更できるデバイスとして思い浮

かぶのはCPLDやFPGAでしょう．これらのデバイ

スとPSoCの違いは，内部構成の変更がCPU（M8Cコ

ア）からのレジスタ設定で行われるという点です．

図4－1に，FPGA/CPLDとPSoCの考えかたの違

いを示します．電気的に書き換え可能なCPLDは，

内部の設定情報はフラッシュ・メモリと同様のセルに

設定されています．また，FPGAの場合にはSRAM

ベースであり，初期化時に外部に接続されたシリアル

ROMから構成情報を取り込んで内部構成を変更しま

す．このためCPLDでは動作中の構成変更はまず不

可能であり，FPGAもダイナミックに切り替えるのは

困難です．

これに対してPSoCの場合には，内部のPSoCブロ

ックの動作モードや配線リソースの設定などもすべて

PSoCの内部構成の設定は
レジスタで行われる

通常は自動販売機を管理していながら，深夜のほん

のわずかの時間だけ内部構成を300 bpsのモデムに切

り替えてサービス・センタに電話をかけ，売上情報な

どの送受信を行い，その後は再び元の内部構成に戻る，

というPSoCの応用事例があります（この事例で追加

になったのは電話用のインターフェースだけ）．

このように，動作中に内部構成（PSoCブロック）を

切り替えてしまうことをダイナミック・リコンフィグ

レーションと呼び，またそれぞれの構成をコンフィグ

レーションと呼んでいます．

PSoC Designerもダイナミック・リコンフィグレー

ションに対応しているので，ごく簡単な方法で複数の

コンフィグレーションを作成し，専用のAPIを呼ぶ

だけで簡単にコンフィグレーションを切り替えること

ができるようになっています．

今回は，このダイナミック・リコンフィグレーショ

ンを実際に試してみます．
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図4－1 FPGA/CPLDとPSoCの内部構成の変更方法の違い
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CPUからアクセスできるレジスタによって行われます．

PSoC Designerを使っていると，あたかもCPLDの

ようにフラッシュ・メモリ・ベースに思えてしまいま

すが，実はPSoC Designerによって生成されている

のは内部レジスタの初期化テーブルであり，この内容

に従ってリセット後にCPUが内部レジスタを設定し

ているのです．初期化テーブルはPSoCConfigTBL.

asm，初期化プログラムはPSoCConfig.asmの各フ

（a）reconfigタブ

（b）Config1タブ

図4－2 実験用に作成した二つのコンフィグレーションを確認（デバイス・エディタ画面の一部）


